
住所　 豊橋市中郷町７番地

氏名　 東三建設株式会社　代表取締役 柴田督子

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0532 - 31 - 3171

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本工業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

産業廃棄物処理計画書
　　 令和6年  6月25日

　　　豊橋市長　　殿

４０人

建設工事(道路、土木)
・がれき類 →再生処理業者に委託して、再生砕石として再資源化
・汚泥(建設処理汚泥) →再生処理業者に委託して、改良土として再資源化
・金属くず →再生処理業者に委託して、製鉄原料として再資源化
・ガラス・陶磁器くず →再生処理業者に委託して、再生砕石として再資
源化
・混合廃棄物 →最終処分業者に委託して、埋立処分

(第１面）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

東三建設株式会社

０６：総合工事業

元請完成工事高：49,579.8万円

計 画 期 間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

豊橋市中郷町７番地

令和６年 ４月 １日 ～ 令和７年 ３月３１日



産業廃棄物の種類 がれき類 汚泥(建設処理汚泥)

排 出 量 4,328.71ｔ 5.04ｔ

産業廃棄物の種類 がれき類 汚泥(建設処理汚泥)

排 出 量 4,300.00ｔ 5.00ｔ

(第２面)

（管理体制図）
　
　　本社工事部
　　　|
　　工事部長(廃棄物処理総括責任者)
　　　|
　　工事現場管理責任者(産業廃棄物管理責任者)
　　　|
　　産業廃棄物処理施設

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　現場における廃棄物の分別の徹底。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　特になし。

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　　　５年度）実績】

（これまでに実施した取組）

　特に実施していない。

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

　特になし。



産業廃棄物の種類 金属くず ガラス・陶磁器くず

排 出 量 0.48ｔ 0.30ｔ

産業廃棄物の種類 金属くず ガラス・陶磁器くず

排 出 量 0.40ｔ 0.30ｔ

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
　
　　本社工事部
　　　|
　　工事部長(廃棄物処理総括責任者)
　　　|
　　工事現場管理責任者(産業廃棄物管理責任者)
　　　|
　　産業廃棄物処理施設

①現状

【前年度（　　　５年度）実績】

（これまでに実施した取組）

　特に実施していない。

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

　特になし。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　現場における廃棄物の分別の徹底。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　特になし。



産業廃棄物の種類 混合廃棄物 ―

排 出 量 0.47ｔ ―　　　 ｔ

産業廃棄物の種類 混合廃棄物 ―

排 出 量 0.40ｔ ―　　　 ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　現場における廃棄物の分別の徹底。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　特になし。

①現状

【前年度（　　　５年度）実績】

（これまでに実施した取組）

　特に実施していない。

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

　特になし。

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
　
　　本社工事部
　　　|
　　工事部長(廃棄物処理総括責任者)
　　　|
　　工事現場管理責任者(産業廃棄物管理責任者)
　　　|
　　産業廃棄物処理施設



産 業 廃 棄 物 の 種 類 ―

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ―

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ―

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ―

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

ｔ―　　　 ｔ

―　　　 ｔ

【前年度（　　　５年度）実績】

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　　　５年度）実績】

―　　　 ｔ

①現状

②計画

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

（今後実施する予定の取組）

ｔ

―　　　 ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
ｔ

ｔ

―　　　 ｔ

（今後実施する予定の取組）

ｔ

―　　　 ｔ

【目標】

（これまでに実施した取組）

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量



―

―

がれき類 汚泥(建設処理汚泥)

4,328.71ｔ 5.04ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　　５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

―　　　 ｔ

（今後実施する予定の取組）

―　　　 ｔ

ｔ

【目標】

（これまでに実施した取組）

①現状

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　　　５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

（これまでに実施した取組）

　可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の
　低減をはかる。

5.04ｔ

0ｔ 0ｔ

4,328.71ｔ



―

―

金属くず ガラス・陶磁器くず

0.48ｔ 0.30ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）

再生利用業者への処理
委 託 量

0.48ｔ 0.30ｔ

（これまでに実施した取組）

　可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の
　低減をはかる。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（　　　５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　　５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

―　　　 ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

―　　　 ｔ ｔ



―

―

混合廃棄物 ―

0.47ｔ ―　　　 ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ ―　　　 ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ ―　　　 ｔ

（今後実施する予定の取組）

再生利用業者への処理
委 託 量

0.47ｔ ―　　　 ｔ

（これまでに実施した取組）

　可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の
　低減をはかる。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（　　　５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ ―　　　 ｔ

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　　５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

―　　　 ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

―　　　 ｔ ｔ



がれき類 汚泥(建設処理汚泥)

4,300.00ｔ 5.00ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

4,300.00ｔ 5.00ｔ

（今後実施する予定の取組）
　
　今まで通り、再生処理業者へ委託し、再資源化に努める。



金属くず ガラス・陶磁器くず

0.40ｔ 0.30ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
　
　今まで通り、再生処理業者へ委託し、再資源化に努める。

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

0.40ｔ 0.30ｔ



混合廃棄物 ―

0.40ｔ ―　　　 ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
　
　今まで通り、再生処理業者へ委託し、再資源化に努める。

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

0.40ｔ ―　　　 ｔ



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

（第６面）

備考

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。



住所　　　愛知県豊橋市明海町３番６０

氏名　　　東洋製罐株式会社　豊橋工場

　　　　　工場長　　松島　淳

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　０５３２－２３－５６６１

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

(第１面）

産業廃棄物処理計画書

東洋製罐株式会社　豊橋工場

計 画 期 間 令和　６年　４月　１日　～　令和　７年　３月３１日

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

製造品出荷額　：　　２，７６８，９８８万円

令和　６年　６月 25日

３４３名

廃プラスチック類、紙くず→再生処理業者に委託し、再資源化
ガラス・陶磁器類→中間処理業者に委託し破砕、再生処理業者で再資源化
汚泥→中間処理業者に委託し、脱水・分級・天日乾燥・造粒固化・堆肥
廃油→再生処理業者に委託し、油水分離、焼却、混合エマルジョン化

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

愛知県豊橋市明海町３番６０

１８：プラスチック製品製造業

　　　豊橋市長　　殿

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。



産業廃棄物の種類 別紙-１のとうり

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の種類 別紙-１のとうり

排 出 量 ｔ ｔ

(第２面)

（管理体制図）

　本社

　　　　　　　　　総務部

　豊橋工場　　　　廃棄物管理総括責任者

　　　　　　　　　ＴＭＳ委員会（環境含む）

　　　　　　　　　総務課　産業廃棄物処理管理責任者（総務課長）
　　　　　　　　　　　　  産業廃棄物管理責任者
　　　　　　　　　　　　　特別管理産業廃棄物管理責任者

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
・生産効率の向上によるアウト量の削減を図る
・材料の使用量を管理し、廃棄物の減量を図る
・可能な限り再生処理業者へ有償物として売却を図る

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類は種類毎に分別し保管している。
・ガラス・陶磁器類、金属くず、紙くず、木くず、廃油はそれぞれの
　置き場を決め保管している。

②計画

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類は種類毎に分別し保管している。
・ガラス・陶磁器類、金属くず、紙くず、木くず、廃油はそれぞれの
　置き場を決め保管している。

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和　５年度）実績】

（これまでに実施した取組）
・生産工程で発生する排出物の削減、分別の徹底
・可能な限り再生処理業者へ有償物として売却



産 業 廃 棄 物 の 種 類 該当無

産 業 廃 棄 物 の 種 類 該当無

産 業 廃 棄 物 の 種 類 該当無

産 業 廃 棄 物 の 種 類 該当無

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【前年度（令和　５年度）実績】

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和　５年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

ｔ

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ



該当無

該当無

別紙-２のとうり

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

（これまでに実施した取組）

・分別により有償物への変更及び廃棄物量の削減を図った。

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

ｔ

①現状

再生利用業者への処理
委 託 量

ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和　５年度）実績】

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

【目標】

ｔ

ｔ
優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和　５年度）実績】

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ



別紙-２のとうり

ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

ｔ

（今後実施する予定の取組）

・優良認定処理業者を選定する。
・委託先処理業者に定期的に実地確認を実施する。

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

ｔ



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

廃プラスチック類 紙くず 木くず 廃油 ガラス・陶磁器類 汚泥

フィルム屑 廃棄書類 パレット 湿し水

令 1565.000 11.000 25.000 1.000 2.000 20.000

和 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

5 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

年 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

度 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

の 1565.000 11.000 25.000 1.000 2.000 20.000

実 1354.000 11.000 0.000 1.000 2.000 0.000

績 1490.000 11.000 25.000 0.000 2.000 20.000

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

75.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

令 1829.000 9.000 46.000 1.000 2.000 1.000

和 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

6 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

年 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

度 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

の 1829.000 9.000 46.000 1.000 2.000 1.000

目 1505.000 9.000 0.000 1.000 2.000 0.000

標 1420.000 9.000 46.000 0.000 2.000 1.000

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

85.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

令和５年度の産業廃棄物発生量及び令和６度の目標

　令和６年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　令和５年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量



住所　　豊橋市東森岡一丁目11番地の8

氏名　　株式会社内藤組　　代表取締役　内藤貴
祥

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0532-88-1205

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

令和６年４月１日～令和７年３月３１日

元請完工高：８千万円

令和　6　年　6　月　25　日

(第１面）

産業廃棄物処理計画書

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

愛知県豊橋市東森岡一丁目１１番地の８

06：総合工事業

　　　豊橋市長　　殿

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

株式会社　内藤組

計 画 期 間

19人

　　アスファルトがら→再生処理業者に委託して再生砕石として再資源化
　　コンクリートがら→再生処理業者に委託して再生砕石として再資源化
　　建設汚泥　　　　→再生処理業者に委託して再生砂として再資源化
　　廃プラスチック類→再生処理業者に委託して燃料として再資源化
　　木くず　　　　　→再生処理業者に委託して燃料チップとして再資源
化
　　混合廃棄物　　　→再生処理業者に委託して選別後再資源化もしくは
埋立

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地



産業廃棄物の種類 別紙参照

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の種類 別紙参照

排 出 量 ｔ ｔ

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

現場に於ける廃棄物の分別を徹底しました。
事業開始前に下請企業を対象に産業廃棄物処理に係る説明をしました。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

引き続き、現場に於ける廃棄物の分別を徹底します。

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）

廃棄物の発生抑制及び適正処理について当社職員及び下請会社に対し、
周知徹底しました。
特別管理産業廃棄物管理責任者及び産業廃棄物処理施設技術管理者の講
習会を適宜受講させている。

(第２面)

（管理体制図）

　工事部長（廃棄物処理総括責任者）
－　現場管理者（産業廃棄物管理責任者）
－　下請会社（運搬委託）
－　産業廃棄物処理施設技術管理者

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

既設構造物の無駄な撤去の無いように、発注者側へも提案していきま
す。



産 業 廃 棄 物 の 種 類 なし

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類 なし

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

ｔ

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【前年度（令和５年度）実績】

ｔ ｔ



なし

別紙参照

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ

ｔ

①現状

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

（これまでに実施した取組）

可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の低減をはかる。

ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

再生利用業者への処理
委 託 量

ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】

【目標】

ｔ

ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）



別紙参照

ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

ｔ

（今後実施する予定の取組）

委託先処理業者には定期的に実地確認をします。

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

ｔ



1

2

3

4

5

6

7

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考

※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

アスファルトがら コンクリートがら 建設汚泥 廃プラスチック類 木くず 混合廃棄物

（管理型）

578ｔ 41ｔ 2ｔ 1ｔ 1ｔ 1ｔ 624ｔ

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

5 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

年 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

度 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

の 578ｔ 41ｔ 2ｔ 1ｔ 1ｔ 1ｔ 624ｔ

実 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

績 578ｔ 41ｔ 2ｔ 1ｔ 1ｔ 1ｔ 624ｔ

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

500ｔ 50ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 552ｔ

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

6 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

年 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

度 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

の 500ｔ 50ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 552ｔ

目 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

標 500ｔ 50ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 552ｔ

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　令和４年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

令和５年度の産業廃棄物発生量及び令和６年度の目標

　令和５年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量



住所　    名古屋市中区三の丸三丁目1番2号

氏名　　  愛知県公営企業管理者

          企業庁長　坂田　一亮

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　０５２－９６１－２１１１

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

　別紙１　産業廃棄物処理フロー図のとおり

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

　豊橋市老津町字南山田１番地

　水道業［３６］　　（上水道業、工業用水道業）

　　　豊橋市長　　殿

産業廃棄物処理計画書

　豊橋南部浄水場

計 画 期 間

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

　6名

上水給水量 16,418,987㎥ 工業用水配水量 8,975,980㎥（令和5年
度）

令和6年6月25日

　令和６年４月１日から令和７年３月３１日



産業廃棄物の種類 汚泥

排 出 量 17,380t ｔ

産業廃棄物の種類 汚泥

排 出 量 23,199t ｔ

(第２面)

（管理体制図）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
適正な薬品入出庫簿使用量により、汚泥を減量する。

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

　産業廃棄物の発生は汚泥のみである。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

（これまでに実施した取組）
汚泥の発生量を左右する要因は、濁度等の外的なもので、浄水場の自助努
力で抑制する余地が少ないが、適切な浄水処理を行うことで減量する。



様式第二号の八（第八条の四の五関係）

豊橋市長 殿

提出者

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

(日本産業規格　Ａ列4番）

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別添１ 処理工程図のとおり

（第1面）

①事　業　の　種　類 06　総合工事業

②事　業　の　規　模 工事高　20,000,000,000円

③従　 業　 員 　数 177名

事 業 場 の 名 称 株式会社オノコム

事 業 場 の 所 在 地 豊橋市鍵田町36

計 画 期 間 令和6年4月1日～令和7年3月31日

産業廃棄物処理計画書

令和6年6月21日

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

住 所

氏 名

電話番号

豊橋市鍵田町36

株式会社オノコム

代表取締役　小野 達朗

0532-55-7711



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

t t

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

（第2面）

前年度の取組の継続

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

廃プラ・紙くず・木くず・金属くず・廃石膏ボード・がれき類・コンク
リートがら・石綿含有廃棄物等に分別している。

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

②計画

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり

別添２ 管理体制図のとおり

①現状

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり －

排    出    量

・前年度の取組の継続

・電子マニフェストの継続活用
・分別を徹底し、再利用可能なものは再利用する
・優良認定のある処分業者を優先的に利用する

－

排    出    量



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

t t

（今後実施する予定の取組）

－

－

－ －

－

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

（第3面）

②計画

①現状

産業廃棄物の種類 －

－

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

－

－

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

－

①現状

②計画

産業廃棄物の種類 －

－

自ら中間処理により減量した

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

－

－

－

－



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

①現状

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処  理  委  託  量

・可能な限り再生利用業者に処理を委託し、最終処分量を減少する
・優良認定のある処分業者を優先的に利用する
・電子マニフェストを利用し、法令違反のリスク回避徹底を行う
・分別を徹底する

再生利用業者への
処 理 委 託 量

－

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量
－

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

（第4面）

①現状

産業廃棄物の種類 － －

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

－

②計画

産業廃棄物の種類 －



【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処  理  委  託  量

・前年度の取組の継続

②計画

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

（第5面）

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量



(第6面）

備考

1    前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2 　 当該年度の６月30日までに提出すること。

3 　 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には､製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）､建設業の場合における元請完成

　工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

　模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

　の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

4  　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5  　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6  　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7  　※欄は記入しないこと。



別添１ 処理⼯程図

発生事業所

収集・運搬業者

中間処理施設

最終処分場



別添２ 管理体制図

工事
統括

産業
廃棄
物統
括責
任者

工
事
本
部

豊橋 各現場担当者

名古屋 各現場担当者

安城 各現場担当者

東京 各現場担当者

大阪 各現場担当者



産業廃棄物処理計画書 別紙集計表

現状：前年度（令和5年度）実績量

計画：今年度（令和6年度）計画量（目標） 単位：トン

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

廃プラスチック類 27.76 26.37 － － － － － － － － 27.76 26.37 19.70 18.72 27.76 26.37 0.00 0.00 0.00 0.00

紙くず 1.71 1.62 － － － － － － － － 1.71 1.62 1.50 1.43 1.71 1.62 0.00 0.00 0.00 0.00

木くず 115.24 109.48 － － － － － － － － 115.24 109.48 4.59 4.36 115.24 109.48 0.00 0.00 0.00 0.00

繊維くず 0.42 0.40 － － － － － － － － 0.42 0.40 0.00 0.00 0.42 0.40 0.00 0.00 0.00 0.00

金属くず 17.25 16.39 － － － － － － － － 17.25 16.39 17.25 16.39 17.25 16.39 0.00 0.00 0.00 0.00

ガラス陶磁器等くず 51.84 49.25 － － － － － － － － 51.84 49.25 3.60 3.42 51.84 49.25 0.00 0.00 0.00 0.00

廃石膏ボード 32.13 30.52 － － － － － － － － 32.13 30.52 23.86 22.67 32.13 30.52 0.00 0.00 0.00 0.00

コンクリート片 1,581.82 1,502.73 － － － － － － － － 1,581.82 1,502.73 9.64 9.16 1,581.82 1,502.73 0.00 0.00 0.00 0.00

アス・コン片 61.26 58.20 － － － － － － － － 61.26 58.20 4.70 4.47 61.26 58.20 0.00 0.00 0.00 0.00

その他がれき類 144.64 137.41 － － － － － － － － 144.64 137.41 92.13 87.52 144.64 137.41 0.00 0.00 0.00 0.00

建設混合廃棄物（管理型） 155.15 147.39 － － － － － － － － 155.15 147.39 56.32 53.50 155.15 147.39 0.00 0.00 0.00 0.00

石綿含有産業廃棄物 1.00 0.95 － － － － － － － － 1.00 0.95 1.00 0.95 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

水銀使用製品 0.06 0.06 － － － － － － － － 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.00 0.00 0.00 0.00

合計 2,190.28 2,080.77 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2,190.28 2,080.77 234.35 222.65 2,189.28 2,079.82 0.00 0.00 0.00 0.00

産業廃棄物の種類

排出抑制 自ら行う中間処理 処理の委託

自ら再生利用を
行った(行う)量

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を
行った(行う)量排 出 量

自ら熱回収を
行った(行う)量

自ら中間処理により

減量した(する)量 全 処 理 委 託 量
優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
再生利用業者への

処 理 委 託 量
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量



住所　愛知県豊橋市大岩町字佃9番地の5

氏名　トーヨーメタル株式会社
　　　代表取締役　大久保啓介

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0532-41-5603

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

令和6年6月26日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

愛知県豊橋市大岩町字佃9番地の5

　　　豊橋市長　　殿

産業廃棄物処理計画書

トーヨーメタル株式会社

計 画 期 間

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）



産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

排 出 量 別紙のとおり 別紙のとおり

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

排 出 量 別紙のとおり 別紙のとおり

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

（これまでに実施した取組）

(第２面)

（管理体制図）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）



産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

別紙のとおり

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

別紙のとおり

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

別紙のとおり 別紙のとおり

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

②計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

別紙のとおり

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

別紙のとおり

【前年度（令和5年度）実績】

別紙のとおり 別紙のとおり



別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

別紙のとおり 別紙のとおり

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

別紙のとおり 別紙のとおり

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

別紙のとおり

別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

①現状

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

再生利用業者への処理
委 託 量

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量
別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

別紙のとおり

別紙のとおり

【前年度（令和5年度）実績】

全 処 理 委 託 量

【目標】

別紙のとおり

（第４面）

①現状

②計画
別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類

別紙のとおり



別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

別紙のとおり 別紙のとおり

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

別紙のとおり 別紙のとおり

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

別紙のとおり



1

2

3

4

5

6

7

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考

※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

混合物 がれき類 廃プラスチック類 繊維くず 紙くず 木くず 金属くず 汚泥

令 9824.350 4060.430 3303.740 1.250 0.150 349.510 0.168 6.850 17546.448

和 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

5 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

年 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

度 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

の 9824.350 4060.430 3303.740 1.250 0.150 349.510 0.168 6.850 17546.448

実 ― ― ― ― ― 349.510 ― ― 349.510

績 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

令 9900.000 4100.000 3310.000 1.300 0.200 350.000 0.200 7.000 17668.700

和 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

6 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

年 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

度 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

の 9900.000 4100.000 3310.000 1.300 0.200 350.000 0.200 7.000 17668.700

目 ― ― ― ― ― 350.000 ― ― 350.000

標 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　令和5年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

令和5年度の産業廃棄物発生量及び令和6年度の目標

　令和6年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量



住所　豊橋市中原町字地歩２４の１

氏名　　井村屋フーズ株式会社

取締役社長　近藤　久嗣

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　０５３２－４１－１１９１　

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

コード０９　食料品製造業

１３１人

：廃プラスチックＡ→処理委託業者に委託しセメント製造燃料として再資源化
：廃プラスチックＢ→処理委託業者に委託し安定型埋立処理
：汚泥Ａ→処理委託業者に委託し肥料として再資源化
：汚泥Ｂ→処理委託業者に委託し天日乾燥処理
：動・植物性残渣→処理委託業者に委託し肥料として再資源化もしくは焼却処分
：金属屑→処理委託業者に委託し製鉄の原料として再資源化
：紙屑→処理委託業者に委託し製紙の原料として再資源化
：可燃物→自社で一般廃棄物・産業廃棄物として豊橋市資源化センターへ運搬後
　燃料として再資源化

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

５，７４２百万円

令和６年　６月１７日

　　　豊橋市長　　殿

　令和５年４月１日～令和６年３月３１日

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

(第１面）

産業廃棄物処理計画書

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

　豊橋市西七根町奥足田口８８

　井村屋フーズ株式会社　七根工場

計 画 期 間



産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

(第２面)

（管理体制図）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　　　年度）実績】

（これまでに実施した取組）

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）



産業廃棄物の種類
汚泥Ａ

（有機汚泥）
　

排 出 量 ７２９９ｔ 　

産業廃棄物の種類
汚泥Ａ

（有機汚泥）
　

排 出 量 ７２００ｔ 　

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
※公害防止統括者
※公害防止統括代理者
※廃棄物担当部署　施設管理チーム
※廃棄物処理とその悪臭管理者及び実務代行担当者
※特別管理産業廃棄物管理者

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）
・汚泥Ａは脱水機で脱水汚泥の剥離が向上し効率よく回収できました。
・汚泥Ｂ（食品工程汚泥）は一昨年委託処理先を変更し食品残差として
サーマルリサイクルできました。

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
・現在の所ありません。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・汚泥Ａその他５品目について社内分別を実施します。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特にありません。



産業廃棄物の種類 動・植物性残渣A 動・植物性残渣Ｂ

排 出 量 ２２５．９ｔ ２．２ｔ

産業廃棄物の種類 動・植物性残渣A 動・植物性残渣Ｂ

排 出 量 ２２０ｔ ２ｔ

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
※公害防止統括者
※公害防止統括代理者
※廃棄物担当部署　施設管理チーム
※廃棄物処理とその悪臭管理者及び実務代行担当者
※特別管理産業廃棄物管理者

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）
・動・植物性残渣Aは動植物性残渣を発生させる製品群の生産数量が減少
した為一昨年の動植物性残渣数量３０１ｔより格段に減少しました。一
方で動・植物性残渣Bは生産数量が増加しました。
・適正分別を継続しました。
・ロス・ミス削減活動による食品ロス削減に取り組みました。

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
・品質異常品の発生を抑制する取組みを継続し、食品ロス削減に取り組
みます。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・動・植物性残差その他５品目について社内分別を実施します。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特にありません。



産業廃棄物の種類
廃プラＡ

（ポリ袋）
廃プラＢ
(塩ビ等）

排 出 量 ６４．４ｔ ４７．０ｔ

産業廃棄物の種類
廃プラＡ

（ポリ袋）
廃プラＢ
(塩ビ等）

排 出 量 ６４ｔ ３ｔ

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
※公害防止統括者
※公害防止統括代理者
※廃棄物担当部署　施設管理チーム
※廃棄物処理とその悪臭管理者及び実務代行担当者
※特別管理産業廃棄物管理者

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）
・廃プラBについて会社として太陽光発電を開始しその敷地の開発時に発
生した廃プラの処理が役４０ｔあった為来季排出量目標あｈ引き続き３
ｔとする。
・適正分別を継続します。

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
・現在のところありません。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチックその他５品目について社内分別を実施します。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特にありません。



産業廃棄物の種類 廃油（ギヤー油） 金属くず（金属屑）

排 出 量 ０．４ｔ ５．２ｔ

産業廃棄物の種類 廃油（ギヤー油） 金属くず（金属屑）

排 出 量 １ｔ ５ｔ

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
※公害防止統括者
※公害防止統括代理者
※廃棄物担当部署　施設管理チーム
※廃棄物処理とその悪臭管理者及び実務代行担当者
※特別管理産業廃棄物管理者

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）
・金属くずについて廃止機械が多く発生した為排出量が増加した。
・適正分別を継続します。

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
・現在のところありません。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃油及び金属くずその他４品目について社内分別を実施します。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特にありません。



産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

ｔ

【目標】

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
ｔ ｔ②計画

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

ｔ
②計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

①現状

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

（これまでに実施した取組）

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ ｔ

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ



産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥Ａ（有機汚泥） 汚泥Ｂ(食品工程汚泥）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥Ａ（有機汚泥） 汚泥Ｂ(食品工程汚泥）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥Ａ（有機汚泥） 　

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥Ａ（有機汚泥） 　

　

ーｔ ーｔ

（今後実施する予定の取組）
・現在のところ自ら再生利用の予定はありません。

ーｔ 　

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ーｔ ーｔ

（これまでに実施した取組）
・自ら再生利用は行っていません。

②計画

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

（今後実施する予定の取組）
・脱水機での減量を継続して実施します。

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ーｔ 　

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
７０５５．７ｔ 　

（これまでに実施した取組）
・汚泥Ａ（有機汚泥）は脱水機での水分減量を行っています。

②計画

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
７０００ｔ



産 業 廃 棄 物 の 種 類 動・植物性残渣 　

産 業 廃 棄 物 の 種 類 動・植物性残渣 　

産 業 廃 棄 物 の 種 類 動・植物性残渣A 動・植物性残渣Ｂ

産 業 廃 棄 物 の 種 類 動・植物性残渣A 動・植物性残渣ｂ

ーｔ

ーｔ 　

（今後実施する予定の取組）
・現在のところ自ら再生利用の予定はありません。

ーｔ ーｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ーｔ 　

（これまでに実施した取組）
・自ら再生利用は行っていません。

②計画

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

（今後実施する予定の取組）
・現在のところ自ら再生利用の予定はありません。

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ーｔ ーｔ

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
ーｔ ーｔ

（これまでに実施した取組）
・自ら中間処理は行っていません。

②計画

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
ーｔ



産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃プラＡ（ポリ袋） 廃プラＢ(塩ビ等）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃プラＡ（ポリ袋） 廃プラＢ(塩ビ等）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃プラＡ（ポリ袋） 廃プラＢ(塩ビ等）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃プラＡ（ポリ袋） 廃プラＢ(塩ビ等）

ーｔ

ーｔ ーｔ

（今後実施する予定の取組）
・現在のところ自ら再生利用の予定はありません。

ーｔ ーｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ーｔ ーｔ

（これまでに実施した取組）
・自ら再生利用は行っていません。

②計画

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

（今後実施する予定の取組）
・現在のところ自ら再生利用の予定はありません。

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ーｔ ーｔ

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
ーｔ ーｔ

（これまでに実施した取組）
・自ら中間処理は行っていません。

②計画

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
ーｔ



産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃油（ギヤー油） 金属くず（金属屑）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃油（ギヤー油） 金属くず（金属屑）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃油（ギヤー油） 金属くず（金属屑）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃油（ギヤー油） 金属くず（金属屑）

ーｔ

ーｔ ーｔ

（今後実施する予定の取組）
・現在のところ自ら再生利用の予定はありません。

ーｔ ーｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ーｔ ーｔ

（これまでに実施した取組）
・自ら再生利用は行っていません。

②計画

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

（今後実施する予定の取組）
・現在のところ自ら再生利用の予定はありません。

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ーｔ ーｔ

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
ーｔ ーｔ

（これまでに実施した取組）
・自ら中間処理は行っていません。

②計画

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
ーｔ



ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

ｔ

ｔ

①現状

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

（これまでに実施した取組）

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ

ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

ｔ



汚泥Ａ（有機汚泥） 　

汚泥Ａ（有機汚泥） 　

汚泥Ａ（有機汚泥） 　

２４３．３ｔ 　

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ーｔ 　

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ーｔ 　

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

ーｔ 　

（これまでに実施した取組）
・本件について実施している事項はありません。

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

ーｔ 　

（今後実施する予定の取組）
・現在のところありません。

再生利用業者への処理
委 託 量

２４３．３ｔ 　

（これまでに実施した取組）
・委託処理業者の実地確認を毎年行っている。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ーｔ 　



動・植物性残渣A 動・植物性残渣Ｂ

　

動・植物性残渣A 動・植物性残渣Ｂ

動・植物性残渣A 動・植物性残渣Ｂ

２２５．９ｔ ２．２ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ーｔ ーｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ーｔ ーｔ

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

ーｔ ーｔ

（これまでに実施した取組）
・本件について実施している事項はありません。

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

ーｔ ーｔ

（今後実施する予定の取組）
・現在のところありません。

再生利用業者への処理
委 託 量

２２５．９ｔ ２．２ｔ

（これまでに実施した取組）
・委託処理業者の実地確認を毎年行っている。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ２．２ｔ



廃プラＡ（ポリ袋） 廃プラＢ(塩ビ等）

　

廃プラＡ（ポリ袋） 廃プラＢ(塩ビ等）

廃プラＡ（ポリ袋） 廃プラＢ(塩ビ等）

６４．４ｔ ４７．０ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ーｔ ーｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ーｔ ーｔ

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

ーｔ ーｔ

（これまでに実施した取組）
・本件について実施している事項はありません。

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

ーｔ ーｔ

（今後実施する予定の取組）
・現在のところありません。

再生利用業者への処理
委 託 量

６４．４ｔ ーｔ

（これまでに実施した取組）
・委託処理業者の実地確認を社内規定に沿って行っている。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

６４．４ｔ ４７．０ｔ



廃油（ギヤー油） 金属くず（金属屑）

　

廃油（ギヤー油） 金属くず（金属屑）

廃油（ギヤー油） 金属くず（金属屑）

０．４ｔ ５．６ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ーｔ ーｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ーｔ ーｔ

（今後実施する予定の取組）
・現在のところありません。

再生利用業者への処理
委 託 量

０．４ｔ ５．６ｔ

（これまでに実施した取組）
・委託処理業者の実地確認を社内規定に沿って行っている。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ーｔ ５．６ｔ

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

ーｔ ーｔ

（これまでに実施した取組）
・本件について実施している事項はありません。

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

ーｔ ーｔ



ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）



汚泥Ａ（有機汚泥） 　

２４０ｔ 　

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ーｔ 　

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ーｔ 　

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ーｔ 　

（今後実施する予定の取組）
・委託処理業者の実地確認を毎年継続する。

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

２４０ｔ 　



動・植物性残渣A 動・植物性残渣B

２２０ｔ ２ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ーｔ ーｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ーｔ ーｔ

（今後実施する予定の取組）
・委託処理業者の実地確認を毎年継続する。

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

２２０ｔ ２ｔ



廃プラＡ（ポリ袋） 廃プラＢ(塩ビ等）

６４ｔ ３ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

６４ｔ ３ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ーｔ ーｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ーｔ ーｔ

（今後実施する予定の取組）
・委託処理業者の実地確認を毎年継続する。

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

６４ｔ ーｔ



廃油（ギヤー油） 金属くず（金属屑）

１ｔ ５ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ーｔ ５ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ーｔ ーｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ーｔ ーｔ

（今後実施する予定の取組）
・委託処理業者の実地確認を毎年継続する。

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

１ｔ ５ｔ



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

○

年

度

の

実

績

○

年

度

の

目

標

○○年度の産業廃棄物発生量及び○○年度の目標

　○○年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　○○年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量



住所　静岡県浜松市天竜区二俣町鹿島１２－２

氏名　株式会社春野コーポレーション
　　　代表取締役　鳥居　英剛

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　053-925-6280

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

産業廃棄物処理計画書

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

豊橋市杉山町小部ヶ原１６－３

０１：農業

　　　豊橋市長　　殿

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

株式会社春野コーポレーション

計 画 期 間 令和６年４月１日～令和７年３月３１日

肥育豚・・・４０００頭

2024年　6月 26日

５人

動物のふん尿・・・自ら堆肥化
動物の死体・・・化製場へ処理委託



産業廃棄物の種類 家畜のふん尿 動物の死体

排 出 量 2600ｔ 8ｔ

産業廃棄物の種類 家畜のふん尿 動物の死体

排 出 量 2600ｔ 8ｔ

(第２面)

（管理体制図）
　　　　　　　事業主（総合責任者）
　　　　　　　→エリアマネージャー（廃棄物処理に係るすべての実務担当）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】（令和６年度）

（今後実施する予定の取組）
　　　該当なし

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　　　該当なし

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　　　該当なし

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）
　　　該当なし



産 業 廃 棄 物 の 種 類 家畜のふん尿 動物の死体

産 業 廃 棄 物 の 種 類 家畜のふん尿 動物の死体

産 業 廃 棄 物 の 種 類 家畜のふん尿 動物の死体

産 業 廃 棄 物 の 種 類 家畜のふん尿 動物の死体

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

0ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

【前年度（令和５年度）実績】

0ｔ 0ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】

2600ｔ 0ｔ

0ｔ

（これまでに実施した取組）
　　　堆肥化

②計画

（これまでに実施した取組）
　　　該当なし

（今後実施する予定の取組）
　　　該当なし

0ｔ

【目標】（令和６年度）

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

0ｔ

【目標】（令和６年度）

（今後実施する予定の取組）
　　　堆肥化

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

2600ｔ



家畜のふん尿 動物の死体

家畜のふん尿 動物の死体

家畜のふん尿 動物の死体

0ｔ 8ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）
　　　該当なし

（第４面）

①現状

②計画
0ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

再生利用業者への処理
委 託 量

0ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）
　　　該当なし

産 業 廃 棄 物 の 種 類

0ｔ

（これまでに実施した取組）
    　　堆肥化
　　　　化製場に処理委託

0ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

0ｔ

0ｔ

①現状

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

【目標】（令和６年度）

0ｔ

0ｔ



家畜のふん尿 動物の死体

0ｔ 0ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

全 処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
　　　堆肥化
　　　継続して化製場に委託し適正処理する

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】（令和６年度）

産 業 廃 棄 物 の 種 類



1

2

3

4

5

6

7

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考

※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

○

年

度

の

実

績

○

年

度

の

目

標

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

○○年度の産業廃棄物発生量及び○○年度の目標

　○○年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　○○年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  ２０２４年６月３０日 

 

豊橋市長  殿 

 

提出者                   

 住 所 愛知県名古屋市東区東桜1-10-19  

  氏 名 株式会社大林組名古屋支店    

常務執行役員支店長 山本 裕一 

                          電話番号 052-961-5203   

                   

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  株式会社大林組名古屋支店 

事 業 場 の 所 在 地  愛知県名古屋市東区東桜１－１０－１９ 

計 画 期 間  2024年4月1日～2025年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 ０６：総合工事業 

②事 業 の 規 模 元請完成工事高： ３５６，４２６万円 

③従 業 員 数 ８２７人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

 

(日本工業規格 Ａ列４番) 

 

施工・

発生 
保管 収集 中間処理 最終

再生



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（2023年度）実績】  別紙のとおり     

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

①新築建築工事の建設廃棄物総排出量の目標値設定 

建設廃棄物の総平均単位発生量を16kg/㎡以下とした。 

②産業廃棄物の削減方法                                                      

・ 施工方法の検討による廃棄物の削減（鋼製型枠材の使用等） 

・ 梱包材の削減（メーカーへの簡易梱包依頼等） 

②計画 

【目標】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

①新築建築工事の建設廃棄物総排出量の目標値設定 

建設廃棄物の総平均単位発生量を16kg/㎡以下とする。 

②産業廃棄物の削減方法を引き続き行なう                                      

・ 施工方法の検討による廃棄物の削減（鋼製型枠材の使用等） 

・ 梱包材の削減（メーカーへの簡易梱包依頼等） 

産業廃棄物の分別に関する事項  

 

①現状 

①新築建築工事の混合廃棄物単位排出量の目標値設定 

混合廃棄物の平均単位発生量を３㎏/㎡以下とした。 

②分別方法 

・ 分別品目の決定（スペースに応じて４～１０品目程度） 

・ 現場内に廃棄物ストックヤードを確保（コンテナ置場と回収車の停車スペー

ス、コンテナ毎に分別ステッカーの貼付け） 

②計画 

①新築建築工事の混合廃棄物単位排出量の目標値設定 

混合廃棄物の平均単位発生量を３㎏/㎡以下とする。 

②下記の分別方法を引続き行なう 

・ 分別品目の決定（スペースに応じて４～１０品目程度） 

・ 現場内に廃棄物ストックヤードを確保（コンテナ置場と回収車の停車スペー

ス、コンテナ毎に分別ステッカーの貼付け） 



 

 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（2023年度）実績】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

実施していない 

 

 

②計画 

【目標】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

実施する予定はない 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項  

 

① 現状 

【前年度（2023年度）実績】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

実施していない 

 

 

 

②計画 

【目標】  別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 



 

 

（今後実施する予定の取組） 

実施する予定はない 

 

 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（2023年度）実績】別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

実施していない 

 

 

②計画 

【目標】別紙の通り 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

実施する予定はない 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（2023年度）実績】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 



 

 

（これまでに実施した取組） 
①リサイクル率の目標値設定 

建設廃棄物のリサイクル率を98％以上。 

②ゼロエミ達成現場の目標値設定 

当社基準のゼロエミ達成（最終処分率S:0.5%未満、A:1％未満、B:3％未満、C：

5％未満もしくは建築新築工事では最終処分率S：0.5kg/㎡未満、A:１kg/㎡未

満、B:3 kg/㎡未満、C:5 kg/㎡未満）した現場の達成率をS:35％、A:50％、

B:75％、C:90％以上。                                                                

③ 再資源化ルートの確立 

④ 広域再生指定を受けているメーカーとの契約（石膏ボード等） 

⑤電子マニフェスト利用率を85％以上とする。 

（第５面） 

 ② 計画 

【目標】別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

① リサイクル率の目標値設定 

建設廃棄物のリサイクル率を98％以上とする。 

② ゼロエミ達成現場の目標値設定 

当社基準のゼロエミ達成（最終処分率S:0.5%未満、A:1％未満、

B:3％未満、C：5％未満もしくは建築新築工事では最終処分率S：

0.5kg/㎡未満、A:１kg/㎡未満、B:3 kg/㎡未満、C:5 kg/㎡未満）

した現場の達成率をS:35％、A:50％、B:75％、C:90％以上とする。 

③ 再資源化ルートの確立                                                      

④ 広域再生指定を受けているメーカーとの契約（石膏ボード等） 

⑤ 電子マニフェスト利用率を85％以上とする。 

※優良認定処理業者への委託量は申請予定および申請を検討してい

る業者への予定量も含む。 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



住所　豊橋市新吉町５１番地

氏名　朝日土木興業株式会社

        代表取締役　鈴木雅人
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0532-52-1711　

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

建設工事：
　がれき類→再生処理業者に委託して再生砕石として再資源化
　木くず→再生処理業者に委託してチップ材として再資源化
　その他がれき類→再生処理業者に委託して再生砕石として再資源化
　建設汚泥→再生処理業者に委託して改良土として再利用
　廃プラスチック類→中間処理業者に委託後、埋立処分

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

豊橋市新吉町５１番地

０６　総合工事業

　　　豊橋市長　　殿

産業廃棄物処理計画書

朝日土木興業株式会社　　（あさひどぼくこうぎょう）

計 画 期 間

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

３３人

元請完成工事高：７９５，５３７，６００円

　　令和　６年　６月２７日

令和６年４月１日　から　令和７年３月３１日まで



産業廃棄物の種類 別紙参照

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の種類 別紙参照

排 出 量 ｔ ｔ

(第２面)

（管理体制図）

　工事統括部長（廃棄物処理総括責任者）
　　　　　　　鈴木 勝司

　　　工事部長（産業廃棄物処理責任者）
　　　　　　　永谷 博

　　各工事現場（産業廃棄物処理者）
　　　　　　　各現場代理人
　　　　　　　協力会社

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
１，現場への資材の搬入量が過大に成らない様努める。
２，養生材、梱包材は、出来る限り簡素化し再利用出来るものを使用す
るよう努める。
３，造作材、型枠などの工場加工により、現場加工の低減に努める。
４，積み込み時に土砂を落として作業する。

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類、金属くず、木くず、がれき類はそれぞれに分別
し、積み込みをしている。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類、金属くず、木くず、がれき類はそれぞれに分別
し、積み込みをする。

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　　５　年度）実績】

（これまでに実施した取組）
・特になし



産 業 廃 棄 物 の 種 類 「－」 「－」

産 業 廃 棄 物 の 種 類 「－」 「－」

産 業 廃 棄 物 の 種 類 「－」 「－」

産 業 廃 棄 物 の 種 類 「－」 「－」

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

「－」ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

「－」ｔ

【前年度（　　　年度）実績】

「－」ｔ 「－」ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　　　年度）実績】

「－」ｔ 「－」ｔ

「－」ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

「－」ｔ

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

「－」ｔ 「－」ｔ

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

「－」ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

「－」ｔ



「－」 「－」

「－」 「－」

別紙参照

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第４面）

①現状

②計画
「－」ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

「－」ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　　年度）実績】

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

「－」ｔ

ｔ
優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

①現状

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　　５　年度）実績】

再生利用業者への処理
委 託 量

「－」ｔ

ｔ

ｔ

【目標】

ｔ



別紙参照

ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

全 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

がれき類 がれき類 木くず 繊維くず 汚泥
廃プラスチック

類
ｶﾞﾗｽ･陶磁器くず 揮発油･灯油･軽油 アスベスト

Ｃｏ Ａｓ 建設発生木材 建設汚泥 廃ビニール

3741.950 2248.420 7.320 0.800 19.490 50.820 1.500 0.580 2.820 6073.70

0.00

5 0.00

年 0.00

度 0.00

の 3741.950 2248.420 7.320 0.800 19.490 50.820 1.500 0.580 2.820 6073.700

実 0.000

績 3741.950 2248.420 7.320 0.800 19.490 50.820 1.500 0.580 2.820 6073.70

0.00

0.00

3500.000 2000.000 5.000 0.500 0.500 50.000 1.000 0.500 1.000 5558.50

0.00

6 0.00

年 0.00

度 0.00

の 3500.000 2000.000 5.000 0.500 0.500 50.000 1.000 0.500 1.000 5558.50

目 0.00

標 3500.000 2000.000 5.000 0.500 0.500 50.000 1.000 0.500 1.000 5558.50

0.00

0.00

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

令和５年度の産業廃棄物発生量及び令和６年度の目標

　令和６年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　令和５年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量


